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Make-up FLOW 2.0: 美容系YouTuberの
化粧フローチャートの共有・取り入れ手法

髙野 沙也香1,a) 中村 聡史1

概要：化粧は生活場面に合わせて施すことが多く，その工程は個人によって様々で複雑に分岐している．
我々はこれまでの研究において，化粧工程をフローチャート化するシステムMake-up FLOWを提案・実
装してきた．またシステムの利用実験の結果，他者の化粧工程の閲覧による化粧法の学習効果の可能性が
示された．そこで本稿では，他者の化粧フローチャートを共有および取り入れ可能なシステム Make-up
FLOW 2.0を提案するとともに，そのプロトタイプシステムを実装した．またシステムの利用実験を通し
て，工程取り入れ機能の化粧法の習得支援における効果の検証を行った．実験の結果，取り入れによる化
粧満足度は高く，取り入れた多くの工程が効果的に機能しており，システムはメイクの腕前に対する自信
の獲得への第一歩となる可能性が示唆された．

1. はじめに
顔は個人の印象形成において重要な要素であり，その構

造から人の全体的な印象および特定部分の印象を形成する
ことができる [1]．化粧には，顔の魅力度を高める効果があ
ることから [2]，日常的に化粧をする女性は多く存在する．
しかし多くの女性は TPOに合わせて化粧をするため [3]，
ひとえに化粧といってもその工程は様々であり，日々使い
分けられている．
ここで化粧は，複雑な化粧の手順書が自身の頭の中にし

か存在せず，他者に教えてもらう機会も少ない．また，他
者の化粧法を知るツールとして SNSに投稿されているメ
イク動画があるが，1本あたり数十分間動画を見る必要が
あるうえ，動画を最後まで視聴しても自身と化粧工程が大
きく異なり，参考にしづらいことも多い．その結果，化粧
が我流となり，自身のメイクの腕前に自信が無い人が多く
存在する [4][5]．
こうした問題は，化粧工程を構造化および表現する方法

が確立されていないため，化粧工程を工学的に扱うこと
ができない点が原因である．化粧工程を構造化して表現
可能とすることができれば，他者との共有が可能になる
だけでなく，共通点や相違点も計算可能となる．そのため
我々はこれまでに，化粧工程を構造化して記述可能とする
Make-up FLOWを提案し，プロトタイプシステムの実装

1 明治大学
Meiji University

a) takano@nkmr-lab.org

および利用実験を行ってきた [6]．そのうえで化粧フロー
チャートに基づいた他者間の化粧工程の類似度算出手法の
検討 [7]と，類似度に基づいた美容系 YouTuberの化粧の
チュートリアル動画の推薦実験を行い [8]，化粧工程の化
粧動画推薦への応用可能性について検証を行ってきた．ま
た，Make-up FLOW利用実験の結果，化粧工程のフロー
チャート化により自身の工程の俯瞰が可能になることが示
唆され，複数の実験協力者より他者の化粧フローチャート
を見ることで化粧法の学習に繋げたいという意見が得られ
た [6]．
そこで本稿では，化粧工程の活用法として化粧工程の

フローチャート化自体の効果に着目し，一般人や美容系
YouTuberなど他者の化粧フローチャートを探索および閲
覧可能とするだけでなく，他者の工程を自身のフローチャー
トに取り入れ可能な仕組みを提案するとともに，そのプロ
トタイプシステムMake-up FLOW 2.0を実装する．また
実装したシステムを利用し，作成した化粧フローチャート
に基づいて化粧を施す実験を行い，工程取り入れ機能の化
粧法の習得支援効果について検証を行う．

2. 関連研究
2.1 化粧工程に関する研究
化粧工程は，使用する化粧品の多さおよび個人の状況

に応じた選択が多いことからとても複雑になっている．
Regan[9]は，対象者の性別と魅力度が女性の化粧に与える
影響について，実験協力者の対象に対する印象評価と，対
象に会う前日と当日での化粧の評価を用いて調査を行っ
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た．その結果，魅力的な男性または女性に会う場合には化
粧品使用レベルが増加し，化粧の仕方も変化した一方で，
魅力的でない男性に会う場合には化粧品使用レベルが減少
することが分かった．Gueguen[10]は，排卵期の女性の化
粧と魅力度について，実験協力者への口頭質問およびプロ
のメイクアップアーティストによる評価を用いて調査を
行った．その結果，排卵期の女性は排卵期でない女性より
も化粧にかける時間が有意に長く，化粧品使用レベルおよ
び化粧の魅力度が有意に高いことが分かった．
動画から化粧を支援することを目指し，化粧動画中の

化粧工程の認識についても研究が行われている．Truong
ら [11] は，ユーザが化粧動画を見ながらより手軽に化粧
を実践できるように，メイク動画から階層的なチュートリ
アルを自動生成し，それを提示する混合メディア UIを提
案している．このシステムでは入力された化粧動画に対し
て，コンピュータビジョン技術により細かいレベルの行動
ステップを自動的に特定している．安尾ら [12]は，化粧動
画の特定工程を検索可能にする枠組みの実現を目指し，口
コミサイトに投稿された化粧品レビュー文と化粧動画の発
話文をもとに化粧語彙セットの構築を行った．レビュー文
と発話文の語彙を分析した結果，データソースごとに異な
る特徴的な情報を獲得可能であり，これらを併用すること
で化粧動画の検索精度が向上する可能性が示唆されたこと
を明らかにしている．
このようにある状況での化粧工程や，動画における工程

の認識に関する研究は行われているが，化粧工程の構造化
および可視化技術は確立されておらず，こうした分析を行
うための化粧データ共有基盤も確立されていない．

2.2 化粧品や化粧法の推薦・提示に関する研究
化粧品や化粧法に関する推薦や提示の研究は多岐に渡っ

ている．Nguyenら [13]は，パーソナライズ化された化粧
品推薦を行い，入力された素顔の画像に対して，推薦され
た化粧品を使用した化粧効果を可視化するシステムを提案
している．この研究では顔の特徴・属性，化粧の属性の関
係を記述したモデルを学習させることで，最適な化粧品の
属性を提案する化粧品推薦モデルを作成しており，このモ
デルによって入力された顔画像に対する化粧品推薦を実現
している．Alashkarら [14]は，ユーザの顔属性の自動分
類を行い，指定された場面と化粧スタイルおよび顔属性に
合った化粧を推薦し，その化粧をユーザの素顔画像に合成
するシステムを提案している．なおこのシステムでは，推
薦に使用している化粧顔データセットを更新・拡張するこ
とで流行に合わせたメイクを推薦することが可能である．
また Nakagawaら [15]は，自身の化粧に関するライフログ
を手軽に取得・共有できる Smart Makeup Systemを提案
している．このシステムでは，RFIDタグとリーダを用い

ることで使用した化粧品のリストを取得し，自身の化粧顔
画像と化粧品リストを手軽にデータベースに登録でき，登
録した化粧品ベースで他者の化粧ログを検索・閲覧するこ
とが可能である．
このように所持している化粧品や顔形状から自身に適し

た化粧法を推薦する研究は行われているが，個人差の大き
い化粧工程にもとづいた他者の化粧法の検索・推薦の研究
はこれまで行われていない．

2.3 化粧時の支援に関する研究
化粧時の支援手法に関して様々な研究が行われている．

Iwabuchiら [16]は，ユーザの化粧動作を支援する電子ド
レッサー Smart Makeup Mirrorを提案している．このシ
ステムには，顔を様々な角度から確認できる表示機能や，
顔の特定部分を自動的にズームする機能などが搭載されて
おり，全体のバランスを確認しながら化粧を施すことを容
易にしている．また，完成した化粧顔を保存できるメイク
ログ機能があり，友人と共有することで自他の評価を通じ
て自分に合ったメイクスタイルを探求することができる．
Treepongら [17]は，ユーザのメイクの創造性を向上させ
ることを目的として，インタラクティブなバーチャルメイ
クアップシステムを提案している．このシステムでは，化
粧道具を当てた位置に対するリアルタイムプロジェクショ
ンにより化粧が施されるようになっている．これにより，
ユーザは実際に化粧品を顔に塗布することなく，様々なメ
イクを体験することができ，また自身の顔に施されたバー
チャルメイクを様々な視点から俯瞰し，自身に合うメイク
スタイルを見つけることができる．田中ら [18]は，左右対
称な眉を描くための支援を目的として，眉毛を描くアイテ
ムをリアルタイムに認識し，ディスプレイ上にアイテムを
動かすべき方向を矢印で提示する手法を提案している．シ
ステムの利用実験の結果，他条件と比較して提案手法によ
り眉毛の左右対称性が向上したことを明らかにしている．
このように化粧支援に関する研究は多岐に渡って行われ

ている．本研究は化粧フローチャートの活用により化粧支
援を目指すものであり，こうした研究にも応用可能である
と考えられる．

3. Make-up FLOW 2.0

システムの特徴である他者の化粧工程の取り入れ機能の
必要要件とデザインについて説明したうえで，その実装と
利用方法について述べる．

3.1 他者の化粧工程の取り入れ機能
化粧動画を通して実践したい化粧法を見つけた際には，

動画をお気に入りリストに追加し，化粧するタイミングで
その動画を再生しながら施すことが一般的である．しかし，
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インフルエンサーとユーザの顔の特徴や，期待する効果な
どが完全に一致することは稀であるため，ユーザは動画の
一部分を自身の工程に取り入れることが多い．そのため，
自身が動画のどの部分を実践したいと思ったか，またその
工程を自身の化粧のどこに取り入れたいと思ったかは，見
つけたときのユーザの記憶に頼ることになる．
こうした問題を解決するには，他者の工程の一部を自身

の化粧工程に組み込み可能とする必要がある．具体的に
は，可視化された他者の化粧工程の一部分を，自身の化粧
フローチャートにドラッグ＆ドロップなどの操作により組
み込み可能とすることで，参考にしたい情報を手軽に追加
可能とし，化粧時に容易に参照できるようになると考えら
れる．
ここで，他者の化粧工程を自身の工程に取り入れる際に

は，複数の情報を閲覧し見比べたうえで，自身がより良いと
思ったものを採用することが考えられる．そのため，他者
の工程の取り込み画面では，エッジの接続判定を行わずに
一時的な保存を可能とする必要がある．またフローチャー
ト作成画面では，どのような工程を取り入れたいと思った
のか比較可能とするため，取り込んだノードごとに動画を
確認できるようにする必要があると考えられる．

3.2 プロトタイプシステムの実装
3.1節をふまえ，プロトタイプシステムを実装した．
本システムは主に 3つの画面から構成される（図 1～3）．

まず，フローチャート作成画面（図 1）では，工程の初期選
択肢として 11種類の施術部位，114個のアイテム・テクス
チャの組合せを設定し，その中から要素を選択することで
化粧工程をノードで表現可能とした．なお，必要に応じて
新たなアイテム・テクスチャの組合せも追加可能とした．
トップ画面では動画一覧を表示する画面と，フローチャー

ト一覧を表示する画面（図 2）を設置した．動画一覧提示画
面では，YouTubeを参考にして動画情報を提示し，フロー
チャート一覧提示画面では，メイクの内容で色分けされた
フローチャートおよび動画情報を表示した．なお，フロー
チャート一覧提示画面ではノードのホバーに応じて，該当
の工程に紐づいている商品情報を提示するようにした．
また，化粧動画の探索を可能とするため，検索および

ソートを可能とする検索パネルを両画面に設置した．キー
ワード検索では，動画のタイトルなどにキーワードが含ま
れている動画を絞り込むようにした．アイテム検索では，
選択されたアイテム・テクスチャの組合せが，化粧工程に
含まれる動画を絞り込むようにした．なお，アイテム検索
では最大 2つのアイテムを選択可能とし，2つのアイテム
を選択した場合には，そのアイテムが 2連続で使用されて
いる動画のみを表示した．また商品検索では，動画で使用
されている商品一覧にブランド名や商品名が含まれている

図 1: フローチャート作成画面

図 2: トップ画面（フローチャート一覧提示画面）

図 3: 動画視聴画面（化粧工程の取り入れ時）

動画を絞り込むようにした．ソート機能は，検索結果の関
連度が高い順に並び替えた “関連度順”，ユーザの化粧工程
との類似度が高い順に並び替えた “類似度（高い順）”，反
対の “類似度（低い順）”の 3つのモードを設けた．
動画視聴画面では，美容系 YouTuber の動画とそのフ

ローチャートを左右に提示した．また工程の取り入れ時に
は，美容系 YouTuberの隣にユーザのフローチャートを提
示して編集可能とした．（図 3）．

3.3 利用方法
ユーザはログイン後，マイページ画面から新規のフロー

チャート作成画面へ移動し，自身の化粧工程のフローチャー
トを作成する．次に，ユーザはトップ画面において自由に
検索・ソートなどを行い，自身が興味を持った動画または
フローチャートがあれば動画視聴画面へと遷移する．
動画視聴画面では，ユーザが気になった工程のノードを

ダブルクリックすることで，該当の動画部分を迅速に確認
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表 1: システム利用編事前アンケート結果
設問概要 A B C D

SNS で化粧情報を見る頻度 毎日 半年に 1～5 日 週 3～4 日 週 3～4 日
SNS で化粧動画を見る頻度 毎日 半年に 1～5 日 月 1～3 日 週 1～2 日

YouTube で化粧動画を見る頻度 週に 4～6 本 半年に 1～3 本 月に 1～3 本 月に 1～3 本
化粧動画の内容/手順の取り入れ経験 ある ある ある ある

することができる．また自身の化粧工程に取り入れたい工
程を見つけた場合には，取り入れたい自身のフローチャー
トを選択・表示し，ドラッグ＆ドロップで取り入れるまた
は自由に編集を行うことができる．なお工程の取り入れ時
には，あるノードを選択してドラッグ＆ドロップした際に
はそのノードのみをコピーし，Shiftキーを押しながら範
囲選択してドラッグ＆ドロップした場合には，範囲内にあ
る全ての要素をコピーすることが可能となっている．

4. Make-up FLOW 2.0の利用実験
提案システムの利便性および工程取り入れ機能の化粧法

の習得支援における効果を検証するため，システムを利用
した実験を行った．本実験はシステム利用実験と化粧実践
実験の 2つに分かれており，システム利用実験を実施して
から別日に化粧実践実験を行うようにした．なお，実験協
力者は 21歳から 25歳の女子大学生および女子大学院生 4
名であった．
システム利用実験では，まず普段の化粧情報の学習に関

するアンケートに回答してもらった．次に，システムの機
能について説明したうえで，実験協力者にテーマに合わせ
た化粧フローチャートを作成するように依頼した．本実験
では，人生で限りある機会であり，今回の実験協力者が全
員が経験するイベントのためイメージのしやすい，明治大
学の卒業式をテーマとして設定した．具体的なテーマは以
下の通りである．

• 午前中に日本武道館で行われる大学の卒業式に，袴を
着用して参加する

• 卒業式後は学科ごとに集合して卒業証書授与式に参加
し，その後私服に着替えて友人たちと食事に出かける

• 一日を通して晴天であり，雨の心配が無く，また写真
を撮る機会がとても多くある

フローチャート作成後，60分間自由にシステムを利用し
て「卒業式に実際に行いたい化粧工程のフローチャート」
を完成させるように指示した．なお，最終的に作成したフ
ローチャートの工程で後日実際に化粧を行ってもらうこと
を説明し，工程の入れ忘れが無いように教示した．また，
システム利用後は完成したフローチャートについて半構造
化インタビューを行い，システムの使用に関する事後アン
ケートにも回答してもらった．
システム利用実験実施後，別日に実験協力者個人で化粧

表 2: 各実験協力者の動画視聴・取り込み回数
項目 A B C D 平均

総視聴動画数 10 6 12 12 10.0
取り込み操作を行った動画数 3 6 6 10 6.3
取り込み操作を行った工程数 6 17 13 23 14.8
最終的に追加した工程数 4 11 10 14 9.8

実践実験を行ってもらった．化粧実践実験ではまず，シス
テム上で作成した化粧フローチャートを見ながら，工程に
忠実に化粧をするように指示した．なお，フローチャート
に登録されている工程で，実験協力者が該当のアイテムを
所持していない場合は，ノードに登録されている商品また
は同一タイプのアイテムを筆頭著者が用意し，渡したアイ
テムを使用するように依頼した．また，フローチャートに
入れ忘れた工程は絶対に実施しないように指示した．さら
に，化粧中には録画をして化粧時の様子について記録して
もらい，化粧後には施した化粧に対する事後アンケートに
回答してもらった．

5. 結果
事前アンケートの結果を表 1に示す．表 1より，実験協

力者 4人の化粧情報や動画の閲覧頻度は大きく異なること
が分かる．また，事後アンケートの結果は全員が高評価を
つけていたため，分析には適していないと考え，以降は個
人ごとに分析を行った結果について示す．

5.1 システム利用結果：他者の工程の取り入れ機能
各実験協力者の動画視聴本数や工程取り込み回数を表 2

に示す．全実験協力者の総視聴動画数は 40本であり，工
程の取り込み機能は，40本中 25本の動画で使用され，単
一ノードは 59回，複数要素は 1回のみ取り込みが行われ
ていた．
半構造化インタビューにおいて，他者の工程を取り込む

ことの難しさについて尋ねたところ，全実験協力者より難
しくなかったという回答が得られた．特に実験協力者 A・
Dは，「自身の中で ¬は の後に行うなどの基準があり，
その基準をもとに取り込むかどうかを決めていたため難し
いと感じなかった」と述べた．一方で実験協力者 Cより，
「普段行わない工程を取り入れる際に順番に迷った」とい
う回答が得られた．以降では，半構造化インタビュー結果
とシステム操作ログについて分析を行う．
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実験協力者 Aはテーマに対して，隠したい部分をカバー
し，写真写りが良く長時間持つようなメイクを意識したと
述べた．そしてシステムを利用し，アクセスした 15本の
動画のうち 10本を視聴し，3本の動画から 6工程を取り入
れた．最終的には，シミを隠す，写真写りを良くするなど
の目的でコンシーラー（パレット）やチーク（パウダー）
など 4工程を追加した．初回のフローチャート作成時，実
験協力者Aはコンシーラーを鼻とくまに塗布するノードを
設置していたが，その工程を置き換えたノードにはくまの
みが登録されており，鼻への塗布を入れ忘れたことを明か
した．
実験協力者 Bは，気合いを入れた普段より丁寧なメイ

クを意識し，システムでは視聴した 6本の動画から計 17
工程を追加した．最終的には，グリッター（パウダー）や
シェーディング（パウダー）など計 11工程を追加した．シ
ステム利用前後の実験協力者 Bの化粧フローチャートを
図 4に示す．なお，以降の図ではシステムを利用して取り
入れた工程の背景色をピンク色で示す．工程の選定につい
て，メイクをする状況を想定して，動画を見たときに説明
が参考になる工程や，自身が所持しているアイテムで再現
可能な工程を主に追加したと述べた．実際に，複数動画の
工程を一時的に追加し，フローチャート作成画面で動画を
見ながら最終的なノードを決定する様子が確認された．
実験協力者 Cは崩れにくく，マット寄りのメイクを意識

し，視聴した 12本の動画のうち 6本で計 13工程を取り入
れた．最終的には，涙袋をぷっくりと見せる，唇の血流を
良くするなどの目的でコンシーラー（ペンシル）やリップ
（プランパー）など計 10工程（8種類）を追加した．
実験協力者 Dは持ちがよく崩れにくく，盛れるメイクを

意識し，視聴した 12本の動画のうち 10本から計 23工程
を取り込んだ．最終的には，マスカラ（ロング）やシェー
ディング（スティック），メイクキープミストなど計 14工
程を，ベースメイクを含む全てのメイクカテゴリーにわ
たって追加した（図 5）．各工程の意図については，綺麗
に仕上がる，メイクの持ちが良い，工程の流れが効率的な
ど様々な目的で追加したと述べた．また，実際にメイクを
することはあまり意識せず，自身がやってみたいと思う工
程を詰め込んだ理想のフローチャートを作成したと回答し
た．実際に，実験協力者 Bと同様に複数の動画から工程を
追加・選定する作業を行っていたが，追加工程数は全実験
協力者の中で最多であった．

5.2 システム利用結果：検索・ソートの利用
各実験協力者の検索・ソートの利用回数を表 3に示す．

ソート機能は，筆頭著者の説明不足により機能を知らな
かった実験協力者 Bを除いて，全 63回の検索のうち類似
度（高い順）が 44回，関連度順が 19回使用されていた．

図 4: システム利用前後の実験協力者Bの化粧フローチャー
ト（左:利用前，右:利用後）

図 5: システム利用前後の実験協力者Dの化粧フローチャー
ト（左:利用前，右:利用後）

以降では，半構造化インタビュー結果とシステム操作ログ
について分析を行う．
実験協力者 Aは検索について，購入を検討していたアイ

テムで検索し，フローチャート一覧画面でデパートコスメ
（高価格帯の化粧品）ではなく，プチプライス（低価格帯）
の商品を使用している動画を視聴したことを明かした．実
際にフローチャート一覧画面での検索は 15回行われてい
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表 3: 各実験協力者の検索・ソート利用回数
項目 A B C D 平均

総検索数 32 11 16 15 18.5
動画一覧表示数 17 6 15 14 10.5

フローチャート一覧表示数 15 5 1 1 5.5
関連度順利用数 19 11 0 0 7.5

類似度（高い順）利用数 13 0 16 15 11.0
類似度（低い順）利用数 0 0 0 0 0.0

た．また，操作ログよりmilk touchという商品検索が複数
回行われていた．意図を尋ねたところ，お気に入りの商品
を使用している動画を探したが，同ブランドの別アイテム
を使用している動画が表示され，目的の動画が見つからな
かったという回答が得られた．
実験協力者 Bは，あえて検索機能を使用せずにフロー

チャート一覧画面を表示し，これまで自身が意識したこと
の無かったハイライトなどの立体感メイクを含んでいる動
画を視聴していたと述べた．実際に，項目未設定で 4回検
索を行っており，またフローチャート一覧画面で 5回探索
を行っていた．
実験協力者 Cは，自身の化粧とあまりに異なる動画は参

考にしづらいと考えたことから，類似度（高い順）を主に
使用していたことを挙げた．同様に実験協力者Dは，検索
目的が無く，工程が似ている人の自身と異なる部分を取り
入れようと思ったことから，類似度（高い順）を使用した
と述べた．実際に，全 15回の検索で検索機能は 1度も使
用されておらず，全てが類似度（高い順）でソートされて
いた．

5.3 化粧実践結果：取り入れた工程の効果
以降では，化粧事後アンケートと化粧動画の発話内容の

取り入れた工程の結果について分析を行う．
実験協力者 Aは，施した化粧の満足度について 5段階評

価（1:非常に不満～5:非常に満足）で 5点と評価し，くま
を隠せたことでいつもより顔が濃くなり，着物に合うメイ
クができたと述べていた．化粧の良かった点として，チー
クを広く入れたことなど 3点を挙げた．また，取り入れた
コンシーラーを使用し，「結構綺麗に目の下が明るくなっ
たのではないかと思う．すごいな」と感嘆する様子が見ら
れた．一方改善点として，アイシャドウ下地をファンデー
ションの前に塗るべきだった点を挙げた．この 2工程は当
初のフローチャートにも含まれていたが，システムの利用
を通して工程の順番について検討する様子が見られた．
実験協力者 Bは化粧満足度を 4点とし，「普段しない方

法を取り入れて，見た目の印象が変わり，気分転換になっ
た」と述べていた．化粧の良かった点として，グリッター
により目元が明るい印象になったことや，シェーディング
の違和感が小さかったことなど 4点を挙げた．化粧時にも

これらの工程について「これ採用とさせていただく流れか
もしれない」などと納得する様子が見られた．一方，アイ
シャドウとアイブロウを動画のように塗れなかったこと，
涙袋ライナーをうまく塗れなかったことを課題として挙
げた．前者の継続意欲は低かったが，後者には「色味や自
分の塗り方を変えたらうまく塗れると思うから行いたい」
として今後も行う意欲を見せた．また，涙袋ライナーの工
程では「この人の動画さっきシェーディングは割と相性良
かった気がするのに（今の動画は合わない）」と発言する様
子が見られた．さらに，異なる美容系 YouTuberの工程を
2連続で行った際に，偶然どちらも同じ部位にアイテムを
塗布しており，重ねるべきか困惑する様子が見られた．
実験協力者 Cは化粧満足度を 5点とし，フローチャート

を見ながらメイクをすることで，通常の工程も取り入れた
工程も忘れずにできたと述べていた．化粧の良かった点と
して，リッププランパーによる唇の乾燥防止などの 4点を
挙げていた．一方，「暗めのリップオイルを塗ったことで
華やかさがなくなり，卒業式というコンセプトに合わなく
なった」と課題を指摘し，今後について「もう少し鮮やか
な色を使用したい」と述べていた．また，取り入れたコン
シーラーの塗布後にアイシャドウを重ねる工程を追加する
ことを挙げていた．
実験協力者 Dは化粧満足度を 5点とし，「いつもより盛

れているし、毎回やりたいと思う工程が多かった！」と述
べた．化粧の良かった点として，束感まつげで印象が良く
なったことや，ミストを 3回使用したことで肌の乾燥を防
げたことなど 4点を挙げた．実際に化粧時には，束感まつ
げの作成に苦戦しながらも，「時間があれば毎日やりたい」
と工程の習得に意欲を見せた．一方で，「目の間付近につ
けたスティックシャドウがかなり強調されていた」ことを
課題とし，「塗り方や濃さを調整しながらまたやりたい」と
述べた．また，美容系 YouTuberとの鼻の高さの違いによ
るシェーディングの難しさを指摘していた．

6. 考察
6.1 工程取り入れ機能の化粧法の習得支援効果
化粧動画より，全実験協力者が取り込んだ 39工程のうち

31工程が効果的に作用していることが分かった．特に，実
験協力者が普段行っていない工程を取り入れ・実践した場
合に，その効果を実感して喜ぶ様子が見られた．また，施
したメイクの満足度も平均 4.75点と高く，メイクの良かっ
た点として取り入れた工程の効果が多く挙げられていた．
一方，実験協力者 B・Dのように，美容系 YouTuberの

技術を自身の顔で再現しようとしても上手く作用しない
ケースが見られた．自身にとって効果的でなく，今後行わ
ないと回答された工程では，美容系 YouTuberと使用して
いる道具の違いによる再現性の問題や，顔立ちの違いから
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塗り方が適合しないと判断される様子が見られた．一方，
今後も行いたいと回答された工程では，初めは塗り方やそ
の効果に困惑したものの，その後の工程でリカバリーでき
た様子が確認された．
これらの結果から，取り入れが上手くいかない工程には，

骨格や顔のパーツの形状などによる絶対的な相性と，前後
の工程との相対的な相性の 2種類の原因があると考えられ
る．実際に実験協力者 Dは，取り入れた工程によって通常
の工程が不要になったという発言をしていた．そのため，
今後は顔型に基づいた動画の絞り込み機能を加えるととも
に，取り入れたい工程と同じ工程をもつ動画や，取り入れ
たい工程の前後 1工程と同じ流れを行っている動画の提示
機能を追加することで，有用な工程情報をさらに見つけや
すくなると考えられる．
また実験協力者 Bより，同じ美容形 YouTuberの化粧で

あっても，工程によって相性の良いものと悪いものがある
ケースが見られた．現状のフローチャート作成画面には工
程の追加・削除機能のみが搭載されている．しかし，長期
的に多数の動画から工程を追加・削除することを想定した
場合，相性の良くない工程を削除するだけでなく，その工
程にフラグを付け，自身にとって相性の良い工程と悪い工
程を区別できる仕組みが必要であると考えられる．このよ
うなフラグ機能を導入することで，ユーザ個人に相性の良
い工程を推薦可能となるだけでなく，システム全体でデー
タを蓄積することで顔型などに基づいて統計的に相性の良
い工程を推薦でき，より自身に適した工程情報を見つける
ことができると考えられる．
なお，今回の実験は化粧フローチャートの作成や取り込

み，化粧品の用意，動画を撮影しつつ化粧を施してもらう
といった手間があったため，筆頭著者と関係が深い研究室
の学生に依頼していた．そのため実験結果が高評価になっ
てしまったと考えられる．そこで今後は，筆頭著者と関係
のない実験協力者を別途募集し，その支援手法の効果につ
いて検証を行っていく必要がある．

6.2 システム利用結果
5.1節より，自身の工程を美容系 YouTuberのノードで

置き換えた際に，一部の部位を登録し忘れるがケースが見
られた．本システムでは，動画とノード情報の一貫性を保
つために，取り入れた美容系 YouTuberのノードをユーザ
が編集できないように設定している．一方で実験協力者
C より，自身の登録した工程にも動画を設定したいとい
う要望が寄せられた．このことより，自身の工程に美容系
YouTuberの動画や商品情報を結び付けられるようにする
ことで，登録忘れの防止や，より有用な化粧フローチャー
トの作成が可能になると考えられる．

5.2節より，特定のブランドの商品が含まれている動画を

見つけられないケースが見られた．実際に検索機能では，
アイテム検索と商品検索による絞り込みを別々に行ってお
り，特定の商品をもとに絞り込むことは困難である．その
ため今後は，特定のアイテムで検索できる機能を設ける必
要がある．
実験協力者 Cは検索機能について，動画数が少ないた

め検索ワードと一致しないときがあったとコメントしてい
る．実際に，本システムで扱っている動画は 102本と限ら
れており，検索機能を十分に活用できていない可能性があ
る．そのため，今後は化粧動画からフローチャートを自動
生成する手法を検討し，動画数を柔軟に増加できる仕組み
の構築が必要である．
またソート機能については，使用した 3名全員から類似

度（高い順）に対して好意的な意見が寄せられた．過去に
行った化粧動画推薦実験 [8]では，化粧工程の類似度の高
さと動画評価の高さとの間に相関が見られなかった．しか
し，検索機能と組み合わせて類似度（高い順）で動画をソー
トして表示する手法は，有益な情報提示手法である可能性
が示唆された．
一方で，類似度（低い順）でソートを行った実験協力者は

存在しなかった．本システムでは，ユーザと異なる化粧工
程を行う美容系 YouTuberの動画も，新たな視点を提供す
る可能性があるとして類似度（低い順）でのソート機能を
設置している．しかし，本実験では卒業式という人生で数
少ないイベントをテーマとしていたため，失敗のリスクを
避け，普段の工程をベースに盛れるメイクにアップデート
する目的で，類似度（高い順）のソートが選ばれたと考え
られる．そのため，テーマを日常的なメイクのアップデー
トなどに変更して実験を行った場合には，類似度（低い順）
でソートを行う可能性があると考えられる．

6.3 化粧実践結果
化粧事後アンケートにおいて，フローチャートを見なが

ら化粧をすることの難しさについて 5段階評価（1:とても
難しい～5:とても簡単）を実施した結果，実験協力者 Cか
らは 5点，その他の実験協力者からは 4点の評価を得た．
評価理由について，実験協力者 Aは「自分の顔だけじゃな
くて、フローチャートを見ながら化粧をする習慣が無いか
ら、慣れたら楽だと思った」と回答した．以上の結果より，
フローチャートを見ながら化粧をすることには慣れが必要
であることが示唆された．
ここで唯一 5点と評価した実験協力者 Cは，取り入れた

美容系 YouTuberの工程の動画を視聴せず，工程の順番の
みを確認しながら基本的に自分の塗り方で化粧を行ってい
た．一方，4点と評価した他の実験協力者は，動画を見な
がら化粧をしており，工程に忠実に化粧を行うことを意識
したことから化粧のしづらさを感じたと考えられる．実際
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に実験協力者 Aより，絶対にこの工程で化粧をすると決
められると窮屈に感じたという意見が得られた．本実験で
は条件統制のため，フローチャートに忠実に化粧をするよ
うに指示していたが，本来のシステム使用状況ではフロー
チャートは化粧時の補助的な情報提示を目的としている．
そのため，実際の使用場面ではこのような窮屈さは緩和さ
れると考えられる．
また実験協力者 Bより，「普段あまり化粧品の種類を意

識していないので，画像が無いと何をチャートに登録した
のか分からなくなる時があった．動画のどの部分までを参
考にしたのかを忘れてしまっている箇所があった」という
意見が得られた．現状のシステムでは，ユーザの工程に商
品情報を登録する機能が無く，美容系 YouTuberの工程に
ついても動画の開始秒数のみが紐づけられるに留まってい
る．そのため，今後はユーザの工程にも商品情報を登録可
能とし，動画の参考にしたい部分の開始・終了地点も記録
可能とすることで，化粧時におけるフローチャートの利便
性をさらに向上させられることが期待される．

7. まとめ
本研究では，他者の工程取り入れの化粧法の習得支援に

おける効果の検証を目的として，他者の化粧フローチャー
トを共有および取り入れ可能なシステムMake-up FLOW
2.0を提案し，プロトタイプシステムの実装を行った．シ
ステムの利用および化粧の実践実験の結果，システムを利
用して新たに取り入れた工程の多くが効果的に作用してい
ることがわかった．また，施した化粧満足度の高さと好意
的なコメントから，システムは「メイクの腕前に対して自
信を持ちにくい」という問題解決の第一歩になり得ると期
待される．
今後は実験の結果をふまえ，まず化粧動画から自動で化

粧フローチャートを書き出す手法について検討を行い，シ
ステムで利用できる動画数を柔軟に増加可能とする予定で
ある．そのうえでシステムの改善を行い，将来的にはシス
テムをサービスとして広く展開することで，幅広いユーザ
の化粧フローチャートを収集し，一般ユーザの化粧フロー
チャートの活用方法やその効果について検証を行いたいと
考えている.
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